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 帰国後１ヶ月以内に、チームでまとめた上、JODA海外派遣担当までメールにて送付して下さい 

 JODA理事会にて確認の後に、ホームページに公開します 

 記入時の注意点 

1. このレポートは今後海外派遣レースに参加する選手、役員また日本のジュニアのための資料です 

2. なるべく客観的な立場から、詳細に記入して下さい  

3. 大会本部や運営、他国や他国選手また特定の個人を批判するような記述はしないで下さい 

 写真資料について 

このレポートを補足する資料として必要な場合は、 文中に貼り付けて下さい 

開催地域の様子 パタヤの繁華街を抜けた場所なので、比較的静かでホテルやコンドミニアムが立ち並んでいる場所。 

開催地域のみならず、車の往来は少し危ない感じでした。また野犬が多かった。 

宿泊場所 とても素敵ｊなホテルでした。ホテルを出たところにセブンイレブンやファミリーマートがあったので、便利

でした。 

大会のサポーターへ

の対応は 

特にありません。 

空港～ホテル間の送迎タクシーはサポーターも一緒に乗る事ができました。 

選手たちのコンディシ

ョンいつもとどうでした

か？ 

毎日、みんな元気でしたが、到着して２，３日あたりから、腹痛の選手が出ました。 

サポーターとして気を

つけたことは？ 

湿度が高く、蒸し暑かった為、水分補給をするよう声掛けをしたり、食欲が落ちてないかみるようにしてい

ました。また、細菌感染などを心配して、生野菜や氷に気を付けていたつもりでしたが、やはり腹痛を防ぐ

ことはできませんでした。 

海外の選手を見て感じ

たことは？ 

今回のワールドチームは中１、中２で比較的若手だと思いますが、海外選手は更に小さいも多かったで

す。 

日本の選手を見て感じ

たことは？ 

 

ベルギーやシンガポールチームなど声を掛けてくれる海外選手もいましたが、日本の選手は控えめでし

た。でも、グッズ交換になるととても積極的な一面もあったので、そんなことをきっかけにどんどん交流で

きたらいいなぁ。と思いました。 



Spare day の過ごし方

は？ 

Spare Day はありませんでしたが、チームレースが１日目で敗退した為、翌日が OFF になり、選手達で

何をするか決め、プールや卓球などをして遊びました。 

日本チームとして 

の課題はありましたか 

 

ＪＯＤＡへの要望  

その他  

  

  

ご協力ありがとうございました 

JODA海外派遣委員会 


